IIR OBOG役員会 講演会速記録 (2012年2月4日 土曜日)
国際文化会館（東京都港区）にて、特選塾員のグレン・フクシマさん、スタンレイ・フカワさんを囲んで、留学の意義とこれからのIIRについて意見交換会を行った。 （両氏は、IIR OBOG会の推薦に基づき、特選塾員に認められ、前日に慶應義塾長から特選塾員証を授与された。)
留学の意義 (及び、現在への活動への影響)
フカワさん
· 慶應義塾大学への年間交換留学で、日系人としての自覚を新たにし、日系人の歴史に、より興味を持つことになった。
· 退職以来20年間、日系カナダ人の歴史を伝える研究を行っている。現代の日系カナダ人は、戦前の日系カナダ人の歴史を知らない。また、英語で書かれた日系カナダ人の歴史がほとんど存在しないため、現代の日系カナダ人に理解できるように英語できちんとした記録を残したい。
フクシマさん
· 慶應義塾大学への短期・年間交換留学（71~72年）及び、日米学生会議への参加（73年）が人生の転機になった。
· その後、Harvard Business & Law Schoolsで学び、フルブライト留学生として東京大学にも留学。　米国政府（通商代表部）の高官及び、欧米の大企業（ATT、NCR、Airbus等）及び、在日米国商工会議所等のトップとして日米の政治・経済関連の橋渡しに従事してきた。現在は、米国で日本の研究に従事するとともに、Airbus Japan会長。
· 慶應への短期留学時のホストファミリーである花田家（塾員）と年間留学時の下宿先には、いろいろと世話になり感謝している。日本の文化や大学で教わらないような日本語を学ぶことができた。
これからのIIR（全出席者からの意見）
· 1980年代に消滅したと考えられる年間交換留学を復活させるためにはどうすれば良いのか？
· 国際センターのセンター長 友岡　賛　君（商学部会計学）に相談、？（あまり期待が持てるとは思わないが、まづは一歩から）
· 予算不足の問題は、残る。（スタンフォードと慶應の年間交換留学制度が消滅した主な原因は、予算の問題、交換留学生自身からの要望、慶應の内外からのクレイムが増えたこと？　など）
· 慶應義塾大学が、9月から入学可能となれば、より有効。
· 誰が交換留学請負者？
· 決めるのかは、International Center、評議員？
· 慶應義塾は早稲田・東大より留学生が少ない。慶應義塾としても問題もあるのでは。
· 安西前塾長は、対策としてGlobal Security Center設立した。
· 榊原英資前教授、竹中平蔵教授も貢献したのだが。
· 現在、交換留学制度は、２週間のInternational Week制度に変わった。
· 2週間では、短すぎる。10週以上外国で暮らすと、季節の変化等、一通りの経験が出来るのだが。
· アカデミック以外の経験も必要。
· Share the background of other peopleが重要。
· 今のIIRが出来る役割とは？
· IIRの学生とその他の学生の違いをはっきりさせる。
· 交換留学は、デスクトップ（文献やメディア）やworking holidayで世界を知ること違う。
Free Talking
· エリックさんの質問：日本人とは何か、日本とは何か？
· フクシマさん、
· Inward（内向き）傾向の日本人。　完璧性を求める性向。
· 歴史に誇り
· 日本の多くの部分は好きだが、同じだけ嫌いな部分が有る。
· IIRは、当初、スタンフォードからの日系アメリカ人を受け入れなかった。
· 日本人が、英語でうまくコミュニケーンできないのは、選別のための文法暗記重視の日本の英語の授業に問題がある。
· 英語が流暢でなくとも、logicやプレゼンテーションの手法次第では、日本人でも、コミュニケーションをうまく出来る人もいる。そんな人の例として、
· 1978年にソニーの当時の社長の盛田昭雄さんが、アメリカで約200の聴衆を前にプレゼンテーションを行った。
· 英語（発音）はうまくなかったが、logicalで説得力のある、洗練されたユーモアのあるものであった。
· 盛田さんは、当時の第一人者の翻訳者である西山千に、口頭で、聴衆に理解してもらいたいことの論点をわかりやすく説明し、アメリカ人の思考に合う原稿を作成してもらった。
· その他挙がった名前

　　フクシマ夫人　咲江さん　彼女と価値観が一致。日本語での活動にサポート
· Jerry Curtis (コロンビア大学教授・早稲田大学客員教授)
· Drew Faust (元ハーバード大学教授)
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